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英語否定疑問文への回答における概念変化と
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要 旨

本研究では､Pintrich,Marx,&Robert(1993)のいう､｢暖かい概念変化モデル (hotmodelofconceptual

change)｣という考えをもとに､小学生6名 (5年生4名 ･6年生2名)を対象に英語の否定疑問文への回答

に対する概念変化と動機づけ変化を促す実践を行い､その効果を検討したものである｡具体的には､認知的葛

藤を利用して､概念変化を導くと同時に､興味を高めることをねらいとした働きかけを行った｡

実践の結果､否定疑問文に回答する課題において､正答者数が増えたものの､有意な変化は見られなかった｡

一方､興味については､得点の上昇が見られた｡これらの結果をもとにして､より望ましい概念変化が導かれ

るために必要な条件について､議論を行った｡
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英語学習への興味

問題と目的

学習者が新 しい学習内容を学習する場合でも､その

前に､ある種の知識を学習者は保持しており､これら

が学習をスムーズに進めることを阻害したり､場合に

よっては誤った理解を促進したりすることを多くの研

究が示唆してきている (米国学術会議,2002)｡これ

らの知識は､既有知識､素朴理論､素朴概念､誤概念

などと呼ばれているが､様々な教科領域において､学

習指導を行う際には､学習前に学習者が保持している

知識を指導者が把握し､それらの知識を考慮しながら

学習指導 を行 う重要性が唱え られている (e.g.,

Clement,1993:物理学;稲垣 ･波多野,2005:生物学;

吉田,1991:算数;麻柄 ･進藤,2008:歴史学 ･経済

学)｡

本研究で取り上げる英語学習､すなわち外国語の学

習についても例外ではなく､特に外国語学習の場合は､

既知の言語である母語の知識から大きな影響を受ける

ことが示唆されている (今井 ･野島,2003)｡日本人

にとっては､母語は日本語であるため､日本語の知識

が英語の学習に大きな影響を与えるといわれている

(e.g.,水晶 ･麻柄,2007;松沼,2008;吉囲,2005,

2007,2008a,2008b)｡例えば､水晶 ･麻柄 (2007)

は､日本語の ｢～は｣という表現が英語の主語に常に

対応 しているという誤った概念を中学生 ･高校生が保

持していることを示している｡また､松沼 (2008)は､
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andという譜の理解が ｢そして｣や ｢と｣といった日

本語訳を知っているというところでとどまっており､

等位接続詞という特徴の理解は不十分であることを指

摘し､介入授業によって理解を深めさせている｡

本研究で注目する英語の否定疑問文に対する反応に

ついても､吉囲 (2005,2007,2008a,2008b)は､

母語である日本語における知識が利用され､｢日本語

のはい､いいえと英語のYes､Noが 1対 1対応 して

いる｣という素朴概念を保持しているため､適切な反

応をすることが難しいことを指摘している｡日本語の

場合､例えば ｢エビは好きではありませんか｣という

否定疑問文に対して､エビが好きである場合は ｢いい

え｣と答えるが､英語で同様の質問を行った場合､

"Don'tyoulikeshrimps?"という否定疑問文に対し､

エビが好きである場合は"Yes"と反応するのが正 し

い反応である｡これは､英語の場合では､疑問文に回

答する際､そこで問われていることについてそうであ

るときには"Yes"と反応するが､それが日本語にお

ける疑問文への回答のしかたと食い違うということを

示している｡そのため､否定疑問文への回答において､

日本語の知識をそのまま持ち込むと､英語での否定疑

問文の回答において正確な反応ができない｡吉囲 (20

05,2007,2008a)は､こういった誤った理解に対し

て､実際にその修正を試みた介入的働きかけを行って

いる｡特に､吉囲 (2008a)では､自我関与状況を作

り出す ｢予想活動｣と､ルールと素朴概念との矛盾を

解決する ｢理由説明文｣を取り入れた教授法によって､

正答が大きく増加することを兄いだしている｡

さて､学習者が学習前に持つ誤った概念は誤概念と

呼ばれるが､単に正しい概念を伝えるだけではこれら

は修正されにくいため､概念変化研究という分野にお

いて､いくつかの方法の提案とともにこれらの修正に

ついての検討が進められてきている (e.g.,橋渡し方

略:clement,1993;概念変容モデル:Hashweh,1986)｡

このような概念変化について､ Pintrich,Marx,&

Robert(1993)は､教授内容に限定された概念変化を

｢冷たい概念変化モデル (coldmodelofconceptualch

ange)｣と呼び､動機づけ変化を含む概念変化を ｢暖

かい概念変化 モデル (hotmodelofconceptual

change)｣と呼んでいる｡そして､概念変化がスムー

ズに行われるためには､認知的な (冷たい)側面だけ

でなく､動機づけ的な (暖かい)側面についても整っ

ている必要があると述べている｡すなわち､一定の動

機づけが伴っていないと､概念変化における認知的側

面の変化が導かれにくいため､概念変化において動機

づけ変化が重要であることが示唆されている｡本研究

では､このような観点から､概念変化における認知的

変化と同時に､動機づけ変化も目指す実践を試みる｡

学習者の動機づけに関わる要因として様々なものが

掲げられているが､その 1つとして､｢課題への価値

(課題価値)｣が挙げられる｡Eccles(Parsons),Adler,

Futterman,Goff,Kaczala,Meece,&Midgley(1983)

によると､｢課題価値｣は課題の特徴と個人の目標 ･

欲求 ･自己知覚の相互作用を通して学習者によって付

与されるものであるとされている｡EcclesetaL(1983)

は､課題価値として､興味価値 (興味)･獲得価値 ･

利用価値を挙げているが､本研究では中でも興味に注

目を行う｡興味に関して､稲垣 ･波多野 (1971)の研

究では､適度に ｢認知的なズレ｣のある教材を提示す

ることが､これらを高める可能性を示唆している｡と

ころで､概念変化を促す方法として､認知的葛藤を利

用 して概念変化を促す方法 (e.g.,Hashweh,1986;

Tsai,2000)がある｡これらの方法で用いられる認知

的な葛藤を生み出す際に､既有の知識と異なる情報を

提示するということが行われるため､この中で､適度

な ｢認知的ズレ｣を生み出すことも可能であると考え

られる｡そこで本研究では､認知的葛藤を利用する方

法を用いて､認知的側面での概念変化を促すとともに､

動機づけ的側面についても､｢興味｣を高めることを

目指した実践を行い､その効果について検討を行う｡

方 法

参加者 三重県内の小学校で行った夏休み教室に参加

した6名 (5年生4名 ･6年生2名)｡なお､当該学校

では日常的に英語教育が行われている｡また､指導者

は､教育心理学を専門とする大学教員､教育心理学専

攻する大学院生 3名 (内1名は中学校英語科の現職教

良)､学部生 2名､そして､ALTとして現場で実践を

行っている英語を母国語とする外国人 1名であった｡

以下に示す､概念変化に関わる実践に関しては､大学

教員 1名とALTl名の計2名で進められた｡

実践の詳細 本研究での実践では､認知的葛藤を利用

して概念変化を促す方法 (e.g.,Hashweh,1986;Tsai,

2000)を参考として､以下の通り､実践を行った｡

① "Doyoulike～?"と"Don'tyoulike～?"を使って

海の生物が好きかどうかを2名の指導者間で尋ねあ

いYeS/NOで答えるという演示を行った｡具体的に

は､ある海の生物について書かれている絵カー ドを

相手に示し､まずは"Doyoulike～?"を使って質

問を行い､ それに対 して質問を受けた指導者が

YeS/NOで答えた｡例えば､エビを取り上げた場合､

"Doyoulikeshrimps?"と尋ね､それに対してエビ

が好きである場合､"Yes"と答えた｡続いて､同じ

海の生物について"Don'tyoulike～?"を使って質

問を行い､先ほどの回答と同じ回答を行った｡例え
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ば､先ほどの例の場合､"Don'tyoulikeshrimps?"

と尋ね､先ほどと同様に"Yes"と回答 した｡これ

らのやりとりの後､どのように尋ねて答えたかを､

英語と日本語の両方で板書して示した｡ここでは､

先行する概念として保持している日本語での反応と

異なり､普通の疑問文でも否定疑問文でも回答が同

じであることに気づかせることを目的とした｡

② 上記のやりとりをしていた2名の指導者が､質問

の中で出てきた海の生物について本当はどのように

考えているのかを児童に考えさせた｡

③ 最初に演示したやりとりと同様に､"Doyoulike～ ?"

と"Don'tyoulike～?"を使って海の生物が好きか

どうかを2名の指導者間で尋ねあい答えるという演

示を再度行ったが､その回答の際には"Yes,Ⅰlike

～."のようにどのように考えているのかを詳細に紹

介した｡例えば､先ほどの例の場合､"Doyoulike

shrimps?"と尋ね､"Yes.Ⅰlikeshrimps"と答えた後､

"Don'tyou like shrimps?"と重 ね "Yes.I like

shrimps"と答えるやりとりを紹介した｡このやり

とりには､ALTも関わっていたが､外国人である

ALTがこのように回答することによって､正 しい

と考えられる回答が日本語での回答の仕方と異なる

ことを明確に印象づけることをここではねらいとし

た ｡

④ この演示を行った後､どういうときにYeS/NOを使

うのかについて､児童に考えさせ､発表させた｡そ

して､英語の場合､｢何かをするときやそう思うと

きにはYes､そうでないときはNo｣というルール

を伝えた｡

⑤海の生物の絵の釣りゲームを行い､釣れた生き物が好

きかどうかについて､"Doyoulike～?"と"Don'tyou

like～?"を使ってを用いて児童に尋ね､答えさせた｡

例えば､｢サメ｣を児童が釣り上げた場合､まず､

"Doyoulikesharks?"と尋ね､児童に回答を求めた｡

児童からの回答があった後､続けて"Don'tyoulike

sharks?"と尋ね､先ほどと同じ回答であることを体験

させた｡

これら一連の手順によって､先行概念と反証事例､

先行概念と正しいとされる概念との間に認知的葛藤を

生じさせ､概念変化を促すことを目指した｡

この実践全体は外国との違いに触れるというテーマ

を中心として行っており､上述の概念変化に関わる部

分以外に､実践の導入部分では日本語と英語での国名

の呼び名の違いについて､実践の後半部分では､馴染

みのある日本のアニメキャラクターが英語圏ではどの

ように呼ばれているかや､さまざまな国のコインにつ

いて紹介を行った｡これによって､否定疑問文への反

応も含め､日本と外国との間に違いがあることを示す

ことで､｢認知的なズレ｣を生み出し､興味を高める

という動機づけ変化をもたらすことを目指した｡

質問紙 実践の事前と事後に以下の内容の質問紙への

回答を求めた｡

否定疑問文課題 否定疑問文について､訳にあう適切

な回答を選択させる問題への解答を求めた｡そこでは､

実践で扱ったlikeで尋ねる課題だけではなく､転移

がなされているかを確認するため､実践の中では扱わ

れなかった一般動詞 (like以外のもの)やBe動詞で

尋ねる課題を設定した｡

つぎの文は､AさんとBさんが話をしている

ところです｡Bさんの[ ]の中に入ると

思うものを､｢Yes(イエス)｣｢No(ノー)｣｢わ

からない (答えがわからないばあいはこれをえ

らんでください)｣の中からえらんで○をつけて

ください｡

Aさん :Don'tyoulikepeach?

(あなたは､ももが好きではありませんか｡)

Bさん :[Yes･No･わからない ]

(ももが好きです)

Figurel 否定疑問文課題の例

英語に対する興味 英語について､どれだけ興味を持っ

ているかについて､独白に作成した 8項目で尋ねた

(7件法)｡項目は､｢1.英語をはなすのはおもしろい｣

｢2.英語でかつどうするのは楽しい｣｢3.英語を使っ

て何かをするのは面白い｣｢4.英語で外国の人とふれ

あうのは楽しい｣｢5.英語の ｢きまり｣を勉強するの

は楽しい｣｢6.英語の文をどのようにつくればよいか

勉強するのは面白い｣｢7.英語の文の作りかたと日本

語の文の作り方のちがいは面白い｣｢8.英語の文がど

のようにできているのかを勉強することに､きょうみ

を感じる｣であった｡

結 果

否定疑問文課題 否定疑問文への反応について､事前 ･

事後における正答者数を算出したところ (Tablel)､

事後において正答者数が増加した｡実践の中で用いた

like､およびlike以外の一般動詞については､事後の

時点で6名中5名が正答し､Be動詞については6名

中4名が正答していた｡これらの正答者数の変化につ

いて検討するため2項検定を行ったところ､いずれも

有意差は見られなかった｡
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Tablel 否定疑問文課題 正答者数 (6名中)

事 前 事 後

like 1 5

一般動詞 1 5

Be動詞 1 4

英語に対する興味 回答が不十分であった 1名のデー

夕を除外した上で､事前 ･事後においてそれぞれ8項

目の得点の平均値を算出し､対応のあるt検定を行っ

たところ､5%水準で有意な得点の上昇が見られた

(i(4)-2.95,p'.05;Table2参照)｡

Table2 事前･事後における興味の変化

事 前 事 後

N 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 t値

5 5.68 0.33 5.98 0.19 2.95

考 察

本研究では､英語の否定疑問文に対する回答におけ

る概念変化を促すことをねらいとした実践を行い､そ

れによる変化を検討することを目的とした｡特に､

pintrichetal.,(1993) のいう ｢暖かい概念変化モデ

ル｣のように､動機づけ変化を伴う概念変化を目指し

た｡そこで､本研究における実践では､認知的葛藤を

利用 して概念変化を促す方法 (e.g.,Hashweh,1986;

Tsai,2000)を参考としながら､さらに､｢認知的なズ

レ｣を伴う情報を提示することによって､動機づけ面

での変化も目指した｡

その結果､実践前から実践後にかけ否定疑問文課題

への回答において正答数が増加したが､それらは統計

的に有意な変化ではなかった｡この理由として､1つ

は今回の実践に参加した児童の数が限られていたこと

が挙げられるかもしれない｡また､今回の実践は､1

回限りでかつ短い時間での働きかけであったため､効

果が限定的であったのかもしれない｡これに関して､

本研究では実践の直後に事後テストを行ったが､そこ

での変化が見られた場合､それが単に ｢知らなかった

ことを知った｣ために正答したというものではなく､

｢英語における疑問文の回答の仕方を理解した｣とい

うことを明らかにする必要があると考えられる｡本研

究では､実践の中で likeという一般動詞を取り上げ

たが､事後の課題では､それ以外の一般動詞や Be動

詞についても取り上げた｡英語における疑問文の回答

の仕方を理解したことが明らかにされるためには､実

践の中で扱われなかった動詞においても転移が見られ

ることが必要となると考えられる｡ところで､吉囲

(2008a)は､学習内容と素朴概念の葛藤を解決させ
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るだけではなく､自我関与状況を作り出すことによっ

て､否定疑問文への正答を高めている｡このように自

我関与を高めるような働きかけについても検討を行う

必要があるのかもしれない｡

動機づけ的側面での変化に関しては､興味において

有意な変化が見られた｡このことから､本研究の実践

全体を通して､英語学習への興味が高まったことが示

唆される｡特に本研究では､認知的なズレを生み出す

ことで学習者の興味を高めることを目指したが､これ

による一定の効果が見られたのかもしれない｡ただし､

本実践では､否定疑問文の回答への概念変化を扱った

部分以外でも､認知的なズレが生まれるような情報を

提示したため､実践のどの部分が特に興味を高めるこ

とにつながったかについてはさらなる検討が必要であ

ろう｡また､Pintrichetal.(1993)がいうように､概

念変化には動機づけの変化も重要であるということで

あれば､動機づけ変化と概念変化がどのように対応し

ているのかについても検討を行うことが重要であると

考えられる｡例えば､動機づけ変化を伴うことで､概

念変化の認知的なプロセスもスムーズに進むかについ

て検討が必要であると考えられる｡そして､本研究で

取り上げた動機づけ要因は､課題価値の中の興味価値

に対応するものだけであったが､例えば､別の課題価

値である利用価値や､期待概念 (例えば､自己効力感

(Bandura,1977)など)における変化についても､検

討を行う必要があると考えられる｡そして､動機づけ

変化 ･概念変化ともに､それらの変化がどのように生

じているのかについて､そのプロセスを詳細に確認す

るなど､微視的な検討を行うことも重要であると考え

られる｡
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